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ヨーノ・ン・ケフ．レル（1571－1630）
　　　　　　　　　　　竹　田　新　一　郎
　猫逸の天文學者ヨーノ、ン。ケプレルは1571年12月27日罪ルテンベルヒの
公唄にあるフィルに生れナこ．彼の三三はこの町の市長であっナこ．彼はその子
のハインリヒ・ケプレルの長子に生れたが，人の子としては幸幅な子とは
云へなかつナこ．父のハインリヒは富有ではあつナこが，向ふ記すの軍人であ
っナこし，母のカタリン・グルデマンも同じくエリントンの市長の娘であっ
ナこが，素養もなければ教育もない女であった．ハインリヒも若い頃將軍ア
ルヴアの下でフランデルスに轄戦して居た頃は家庭生活からも充分な安慰
を受けて居tが，誤つナこ請人から財産の全べてを失ひ，それからエルメン
ディンゲンの村で居酒屋をやったがこれも失敗に終って，1589年にはとう
とう家族を見棄てるに三つfこ．而かもケプレルの少年時代に於ける不幸は
二親の二二や不身持だけではすまなかつナこ．彼が四歳の頃煩った萢瘡のナこ
めに手は萎え，覗力を害ねて一生の不具となつナこ。月足らすのナこめに生來蒲
柳の質だつナこ上にかうしtこ大病に怯えながら生きて行かねばならなかつナこ．
彼は1577年からレオンベルビで二業に就いた・此の年には彼も云って居る
麟、に大きな彗星が現れナこ．併し家産の傾きと共に野外の仕事に向ひ，それ
から数年聞は専ら之に從つナこが，病身である上に心的傾向から見ても當時
のならはしの様に祠」學的な仕事に走ったのは當然ではなからうか．1584年
にはアーデルベルヒの紳三校に居ナこが，二年後にはアウルプロンの學校に
二つナこ．1588年にはバチェラーの試験に見事及第して，テユ・一一　tlンゲンの
大山に給費生として入る事が出來ナこ．こ5では古典的な學識を充分に蓄え
ると共に彼の師であり終生の衣であっナニミカエル・メスリンの個人的教
を受けてコペルニクスの學派に親し電∫事が出來ナこ．併しながら未だ天文學
の知識と云っては殆んどなくその傾向すら見られなかつナこので，牧師とし
ての更に有望な前途を見棄て㍉　たまナこま室席だつtグラツツの天文憂に
赴任しナこ時は寧ろ頗る氣が進まなかった様である。
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當時々逸の天文學者の第一の仕事は曲言暦を作るにあっナこ．この暦の軽
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ヨーハン・ケプレル
はり星占的のものであ
ったが，彼は生來の素
速やさを以て，トレミ
ィやカルダンによって
定められたこの術のル
ールに通じて行った．
彼は更に進んで自身の
生涯に起つた事件につ
いて星の影響の埋論を
たしかめようとまで試
みて居る・これがナこめ
に年々の出二三が摘録
され而かも死の間際ま
で績けられて居るので，後の傅記実者にとって充分とは云へなくとも，貴重
な材料が遺ったのであった・併し彼の思想は更に高い所にあっナこ．彼は早
くから太陽系の實際の配置には抽象的な明確な理由が存して居るに相違な
いと信じて居った・で更に幾多の沈思の後に，遊星の激（三時知られて居
ナこのは水金火木二1二の五個である）及び距離と幾何學で知られて居る五個の
正立艦との間にはある種の虚なる關係があると云ふ信念を懐くに到つナこ．
この思着きは大回嬉しかったと見えて，1595年の七月九日がその二見の日
だなんて書いて居る．今日から見ればこの信念が室なるものである事は申
すまでもないが，當時之を1）rodomus　Dissertationum　Cosmographicarum　seu
Mysterium　Cosmographicum（Tubingen，1596）に稜表しナこ時は大した名品
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を博して，時のSS々　fこる天文學者であるチボブラエやガリレオと書信を交
す檬になつナこ．
　グラツツに赴任すると間もなく，　ケプレルはステ4リヤの富有な家の相
績女，バーバラ・ホン・ミューレツクと婚約を結んだ．彼の女は未だ廿三歳
であっkが既に一人の夫を失ひ，一人の夫と離婚して居た．併し女の身内
のものが彼の申出でを喜んで呉れるために，ケプレルは弄ルテンベルビに
蹄って，多少曖昧になって居ナこ彼の家柄を里馬して來ねばならなかったの
で式の墨けられナこのは1597年の四月27臼であっナニ，翌年太公フェルディナ
ンドが世襲の領地の政治を執る檬になって，新教の町回や教授の追放命令
が公布されたので，クプレルは直ちにハンガリヤの國境に逃げたが，ジェ
スイット派の情によって呼返され，再び共の職に就く事が出來た．併しな
がら學生は平なくなつナこ．ステイリヤの貴族達は生徒のない教師に補助金
を下附する事について不適を云ひ出しナこので，彼は大事をとって他に職を
求めたのであった．當時…テユウビンゲンの祠1學者が探って居ナこ，かたくな》
信仰様式に彼は無下件に從ふ事を拓んだので，母校の門戸は固く閉ざされ
て終つナこ．併し幸にもチホプラエがプラーーグ近くにあっナこ彼の天文豪に助
手として來ないかと云って來ナこので，約四ヶ月の假訪問を終へてから正式
に承諾をする事になり，彼の困惑も去つfこのである，この協定は至くい》
都合にいつナこ．と云ふのは越えて1600年の八月にはグラツツを去る様に明
らはに注意されたのです・そこで夫人の財産を借りて，家族と共にプラー
グに向けて出暫した．
　翌16⑪1年十月廿四日には思ひもかけすチホ・ブラエが死んだので，ヶプ
レルの前には刺しい前途が開かれナ膠様に思はれナニ・皇帝ラドルフこ二世は直
ちに帝室激剛者としてその跡を継ぐ様に任命しナニ・サラリーは500フロー
リンに減給されたが，チホの回しナこ豊かな観測材料は意のま》に用みる事
が出來ナこ。初め彼に課せられtのは既にチホがルドルフィーネと呼んで居
tテーブルを完成するにあっナこ．骨は折れナこが氣に適つナこ仕事であった．
併しながら彼がプラーグで仕上けk最初の仕事は皇帝の星占癖に媚びたも
のであっナこ・1602年プラーグで畿表され＃De　fundamentis　astrologiae　cer一
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tioribus（Prague，1602）で，彼の目的はこの學術が包含すると信ぜられる眞
理の小粒も捨てない檬に叉精号して行かうとするにあると云って居る．實
夕星の講座“aspect”と人の運命に及ぼす影響“　in　fl　uence　一”との教は彼の
不思議な宇宙観に見事に適合して居るので，眞面目な顔でその職責中の一
番有利の部分を果すことができナニ．彼は自身の歩軍的な言動は「ありそう
な』又『あり得る』と云ふ程度を決して鵬でなかつナこが，やはり彼の豫想は多
くの人に求められナこ．鏡い直感と世情についての豊かな知識は回報を作る
上にも星學の助になった事は勿論であるが，この豫想が一再ならす事件に
適中しナこので，大衆の信用を博した事は，彼の宇宙観が聖徒の信望を得た
にゆづらなかつナこ．彼は皇帝やワレンシュタaン其の他多くの大官連の星
をトつた．勿論彼とてもこの様な仕事が贋値：なきものである事はよく知っ
て居ナこが，迷信への迎合に凹してはやはり一言緋ぜすには居られなかつtこ．
彼は書いて居る・『全べての生物に生きて行く手段を授けナこ自然は天文學に
も飾として味方として星占術を與ヘナこのである』と．1603年には彼は此の年
にあった合に關する論文σudicum　de　trigono　igneo）を皇帝に献じナこ・叉
翌年九月30日突如として赫き初め17ク月も見えて居た新星に解する観測を
磯表して居る．（De　stella　nova　in　pede　Serpeutarii，　Prague　I606）．この様
な天罷の起源に押してはチホにならって，銀河から賜る星雲物質の凝結し
ナこものであると考へて居ナこが，丁度火木上の三遊星が同時に合となつナこの
と，揚所と時を同じくして居るので，そこに何か：不思議な意義があるので
はないかと考へて居ナこ様である．
　此の開にも・彼の生涯の仕事は閑却されては斜なかつナこ．これこそ，新し
い天文學が勝手な假定のかはりに物理學的な理路に立つ檬になつナこそもそ
もの根源をなすものと云っても過言ではない．光學の研究を初めて1604年
にはAstronomiae　pars　optic．■を爽表し，視贅の理論に於ける重要な獲見
や，眞に近い屈折法則を公にしナこ．併し火星の大事業が完成されて，彼特有
な文飾の多い言葉を以て，捕えナこ遊星を王座の下に捧げ得ナこのは1609年で
あっナこ・彼は初めてチホに近づいナこ時から火星の軌道の研究に没頭しナこ・こ
の星の軌道の離心率は比較的大きいので，　とかく理論に外れ勝であっナ；．
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研究の結果はAstromia　novaαereottoXワτbg　seu　Physica　coelestis　traclita　com－
mentarils　de　motibus　s亡el］a　Mar’tis（Prague　I60g＞に獲表されて居る．この論
文はケプレルの敷多くの著作の中墨も記念すべきものでありその中には近
世天丈學の福崎な原律の二つ，即ち欄圓騎行の法則と面積法則が確立され
て居る．重力に關する軍要な理論が述べられて居り，進んで潮汐の現象は
月の引力によるものだと断案を下して居る．万全博の力尽的知識と逆の條
件にある遊星の公i博運動を説明しようとして，後にデカルトの探詳しナこも
のによく似た渦歌論を提示して居る．翌10年の八月にはコローニユの大僧
正であったエルンスのお陰で新しいガリレオの器械を供へる事が出來ナこの
で云ふに云はれぬ喜びを以て，天界の驚異を槻駕する事ができナこ．そこで彼
はDissertatio　cum　Nullcio　Sidさreoと云ふ小文を以て，ガリレオが初めて
ものした目新しい天象記事を喜び迎へtこのであった・更に翌年にはDioptrice
（Augsburg，1611）を著して，　レンズによる屈折の理論を説明し，天膿望遠
鏡の原理を指摘しナこ．實際この論文は科學のこの部門に於ける基礎をなし
ナこと云ってよからう．
　併しこの年はヶプレルにとって一生の中でも最も災多き年であっナこ．彼
の愛兇が庖瘡をわづらつて死ぬと間もなく，七月3日には長年メランコリ
ーで踏んで居ナこ彼の妻はチブスにかSつて此の匿を去つナこ．この様な家庭
内の不幸に加へて，公の災厄が迫って來ナこ．1611年五月23日，皇弟のマチ
アスがプラーグでボヘミヤの王冠を戴いてから，ルドルフは事彫上城塞の
中に幽閉されて，翌年の正月20日にそのま》終に死んで終つナこ．ヶゾレル
は忠箇を重じて最後まで側を離れなかつナこが，別に新帝の恩寵を失ひはし
なかつナニ・俸給の磐梯の分は翫に4000フローリンに達して居ナこが，帝國の
財政が絶望の欺態にあったので，その下附は望むべくもなかつtこ．そこで
まだ帝室天文學者の地位は棄てなかつナこけれど，上部オーストリヤに数粋
者の仕事があっナこので，喜んで赴任しナこのであった．彼の柱居はリンツに
あっナこが，所の牧師ヒツツレルの無情な仕打のために｛偶まされナこ．カルヴ
ィン派らしいと云ふ疑から，岡岬の儀式からは一切除名されt二．彼は弗ル
テンベルビに訴へたので，その疑は嵩じナこのみならす，丁丁な丁丁をさへ
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加へられナこ．1613年には，グレゴリ暦を掲逸に入れる唱導者として，皇帝
マヂアスに從って議會に出ナこが，ローマ法王反封の偏見のナこめにこの計謁
は書餅に蹄しナこ．叉彼が年代學的な方面にも興味を持って居ナこ事はこの営
三三表されたいくつかの論文に於て，キリストの降誕は一般に認用されて
居る日よりも五年も前である事を讃明しようとして居るのを見ても明かで
ある．
　彼の第二の求婚については彼自身バロン・シユトラーレンドルフに宛て
て書迭って居るが，彼の面目躍如たるものがある・先づ十一人も居ナこ候補者
の資格を抄記して，何故に持参金も持ナこない孤児のスザンナ・ロィトリン
ゲルを選んだかを説明して居る．式は1613年十二月30日リンツの町で墾け
られナこが，某して幸福な似合の夫婦となつナこ様である．此の年は葡萄の豊
作であっナニので，容器の内容量を評償するナこめに用ゐられて居ナこ旧記の多
い方法に　自然彼の注意が向いて，此の問題に回して一文（Nova　Stereom－
et「ia　Doliorum・Linz・1615），を草したが，これがナニめに彼は後世インフィ
＝デシマル・カルキユラスの獲見に二つナニ人々の一人に算へられる様にな
つナニ．1618年には三つの彗星の観測がDe　COmetisに獲表されたが，同時に
有名なDe　Harmonice　Mundi（Augsburg，161g）が公にされた．この研究
は遠く20年も遡ってグラツツに居ナこ頃からの宿題であるが，第三法則帥ち
遊星の距離と週期との間に存在する法則の獲見が載って居るので極めて記
念すべきものである・併しながらこの論：文の主な目的は種々の遊星の種々
な叉攣化して行く速度によって奏でられる天の調和の精妙な系統を説かん
とするにあった。人の耳には聞えないが太腸を生氣づけて居る有情な魂こ
そ唯一の聞手である様な微妙な天の謁べについて語らんとするにあっナこ．
突飛と云はうか，天才的と云はうか，この愉快な論文は英國のジエームスー
世に捧げされナこ・直ちに受納され，サー・ヘンリ・ヲツトンを通じて島國へ
招勝されたが，先きに（1917）G．A．　vヂニの跡をついでボロニャで撒學の
講座を持ナこないかと云はれナこ時に断つナこのと同じ理由で，母國の混観三態
にも拘はらす國を去る事を肯じなかつナこ．
　クプレルはHipparchusと云ふ大作に全べての天象を一含して終うと考
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へて居ナこが，月の運動に到底理解できない様な六クしい鮎があるので，こ
の計書は漸念せねばならなかつナこ．併し其の材料の一部門さいて，大衆教
育に資するナこめに封下風に書き上げた，Epitome　As亡ronomiae　CoPemicanae
（Linz＆Frankfor亡，1618－1621）はコペルニクス睾派の明快な興味深き教科書
であるが，理論天文學に光輝を與ヘナこ鮎と，近頃三見されナこ遊星蓮動を規
定して居る法則を木星の衛星にまで，ぴろげナこ故に有名である．この法則
で計算されナこ最初の暦は1617年リンツで獲行されナこ．1620年の分には初め
て劃敷を用みて居るが，その獲見者バロン・ナビエに題寄して居る．この重
要な磯見は全くケプレルを喜ばして，Chilias　LoganithmOrumに於て專らそ
の理論を論じて居る．この論文が活字にされナこのは1624年であるが，既に
その三年以前から篇本のま・回覧に供して，この新しい方法を全丁丁に普
及する上に大いに貢献する所があっナニ．
　彼の研究は家庭のいざこざの爲に妨害されて居る．彼の母のカタリン・ヶ
プレルは躁急な、ltに口が輕かつたので，　レオンベルヒの小さな町に多くの
敵を作った．軍純な時代の事とて彼の女の不謹愼な行はすぐさま誹務の的
になった．既に1615年には妖術を使ふと云ふ風評が立つたが一向頓着しな
かつナこので越えて20年には同じ嫌疑で，當時72歳になって居tこ此の老婆は
途に拘引の憂目を見た．ケプレルは直ちに手ドルテンベルヒに馳付け百方骨
を折つナニのでやがて放免される日が來ナこが．13ケ月も入牢して居る聞には
恐しい責苦にも堪えねばならなかつナこので，白日の身となっても飴世を干
しむ暇もなく，22年の四月13日には彼の世の人となって終つナこ．
　こ・に於いてクプレルは新しいテーブルの獲行に全力をi蓋す事ができナこ．
彼は書いて居る，『濁逸がZド和を望んで居る以上に私はこの出版に氣をもん
で居る」と．併し財政上の困難と内齪や宗教争ひのために，思ふ様に事は運
ばなかった，1626年には七月24日から八月29日目亘って不穏な百姓一揆の
ナこめにリンツの町は包丁され，その住民は極度の疲弊に苦しんだ．科學の
研究には遙かに静かな隠家が必要である・で唱酬が解かれると共にケプレ
ルは許を得て，活字をウルムに移し，漸く出版の日が來ナこが既に年も明け
て27年の八月になって三つナこ．ルドルフイーネのテーブルも全く誤がない
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とは云へないが，其の後一世紀に亘って天文學の最もよい手引になつナこ事
を思へば，共の贋値の程も思牟ばに邉ぎるであらう，テーブルの附録とし
て封数表，屈折表に加へて，チホがものしナこ777ケの星表を自身1005ヶまで
大きくしナこものを載せて居る・
　無資力な而立のケプレルに封ずる未詳金はこの時までに12，000フローリ
ンに達して居プこ．皇帝フエルデイナンドニ世は責任を果し得ないので，全
債務を仕彿って呉れると云ふ約束でフリードランド公ワー一一レンシュタイン
に任へる事を許して呉れナこ・そこで1628年の七月には家族を連れてシレジ
ヤのサガンに移つナこが，こ・では1636年迄の暦の印刷に從つナこ．つ・“い
て1629年には『珍しい天象」を出版して，近づいて括る太陽面経過につい
て天文異者の注意を促して居る．水星の経過は實際翌31年十一月7目バリの
ヵッセンディにより槻測されて居るが，遊星の太陽面維過で槻測されナこの
は之が初めてS“ある．金星の維過は翌年の十二月六日に起ると豫報されて
居たが，生憎西ヨーUツパでは見る事が出來なかった．ワレンシュタイン
の約束は充分に果されなかつナこ．彼は：仕照準額を與へるかはりに，ロシユ
トツクの教授になる檬に申出たが，之はクプラーが断って終った・議會に
彼の事情を訴へる爲に，ラテaスボンに向けて出着しナこが，これがために彼
の死期を早めて終つナニ．族豊中は全べrて馬上で通しナこのが無理だつナこか，
熱病に冒されナこのが本で59歳を一期としてラテ4スボンの露と漕えた．時
に1630年十一月15日であっナこ．彼の財産目録を見ると，死んだ時には少な
からぬ資産を持って居た様である．彼は先妻との間に5人，後添との聞に7人
の子を持って居たが，成人しナこのは其の中僅かに二人であっナこ・
　　　　　　　　　×　　　　　　　×　　　　　　　×　　　　　　×
　ケプレルの天才的性格は全く測り知り難い．彼の心の奥底には科學的虞
理を力磨く把握せんとする意向にもゆづらす，祠秘な思辮へ走らんとする
性向が潜んで居ナこ．全べてのエレメントに適意な償値を與へなければ彼の
考へ方では満足が行かなかつナこ．彼の宇宙覗は全くピタゴラス風なプラF
ン風なもので，宇宙の一部々々の配置は美とか調和とか何か抽象的な感念
に弓田して居ると云ふ確信を以てスタートじて居る．彼の想像はかくして
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彼を動かし元氣付けて大きな勢州もいとはしめす，途には幾多の大磯見を
もたらしめた．全べての遊星の軌道面は太陽の中心を通過する事を示し，
太陽こそ全屯営の原動力である事を喝破しナこ事實を思へば，彼が理論天文
學の鼻租と崇がれるのも不思議ではない．併しながら彼自身には，遊星の蓮
動及び距離と晋樂で云ふ音程や幾何的な構成との間に彼の想像しナこ不思議
な關係も，彼の名を不朽ならしめナこ幾多の行波にもおとらす立派な獲見の
禍ぐに思はれナこのである．太陽系を外に出ては彼の天才的察想も實験に立っ
て確める事は出來なかった．ケプレルの宇宙はピタゴラスと同じく三重で，
中心即ち太陽と恒星の球面及び淡い物質で満されナこ共の間の室間から成立
して居る。恒星の一つ一つが太陽と同じだと彼が考へて居ナこと見るのは當
らない．成程彼も此の意味からジオルダノ・ブルーノーの意見を引刑して居
るが，彼は之には反封であっナこ・彼の愉快な察想の中で特にこ・に學げナこ
いものは，遊星の公輻の物理學的な原因として太陽の自轄を假曝しナこ事，黄
道面傾斜の週期的攣化を指摘しナこ事，皆既食の時に見ゆる光輝を説明する
ナこめに太陽の大氣を考ヘナこ事などがある．此のri・1太陽の自誓は其の後間も
なく黒瓢の磯見と共に立讃されナニ．
　ヶプレルが多くの不幸な事情の下に居りながら，　ものしナこ彪大な仕事を
考へると驚かすには居られない．併しながら彼のナこゆまぬ勤勉の前には何
の障害もあり得なかつナこ．そして人類に許されナこ最高の天才的勝利が彼に
與へられtこのであった．彼は優しい愛すべき性格を持って居ナこ．他人の功
蹟を認めるのに：吝かでなかつtこので，彼は敵を作る事を知らなかった．そ
して多くの不安に満されナこ一生も眞面目な丁度な感情によって慰められ，
高められて來ナこのであった．
　ケプレルの遺しナこ大部な著作は1724年皇后カザリンニ世がフランクフル
トの商人から買上げて以來長らくパルユヴア天文墓に埋れて居ナこがCh．プ
リッシ博士の有能な編輯によって，第一回の全集の形で漸く世の明るみに
出る事が出來ナこ・この重要な出版（Joannis　Kepleri　opera　omnia，　Frankfbrt，
1858－i87i，8vols，8vo）は上記の著作や小：文に加へて，　Joh．　K：epPleri　so－
mnuim．（1634年初版）と云ふ名で死後に磯回されナこ科學随塾；及び多くの書
信を含んで居る・夏に附録には，主として彼の手記や，信ずべき文書によ
って書かれナこ立派な国記が添へてある．ミュンヘンでC．アンシュツにより
褒掘されたへルワルト・ホン・ホーエンブルグとの通信は1886年プラーグで
印刷された．（終）（大英百科丁丁による）
